
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

６月１０日（土）、少年の主張釧路町大会が釧路町

公民館で開催されました。本校代表の吉田茉央さん

(２年)は『守る責任』、佐藤銀次さん(３年)は『相談

する勇気』という演題で、自らの体験に基づいた素

晴らしい発表をしました。結果は、吉田さんが「優

秀賞」、佐藤さんが「最優秀賞」でした。おめでとう

ございます。（なお、佐藤さんは７月２６日（水）に

実施される釧路総合振興局地区大会に推薦されまし

た。） 

 

6 月１３ 日（木）に「中体連壮行会」を実施しま

した。各部から決意表明があり、意気込みを発表し

てもらいました。その後、学校長と生徒会長から激

励のことばをいただきました。別保中生の大会に臨

む強い気持ちが伝わった壮行会でした。 

 

 

 

 

 

 

釧路町立別保中学校 発行責任者  校長  藤田崇充 

 日 曜 主 な 行 事 
１ 土 中体連（バレーボール部） 

２ 日 中体連（バレーボール部） 

３ 月 
全校朝会 SC 食育（１年４h、
２年３h、３年２h） 

４ 火 
町研一斉研究部会（午前授業、２
年のみ５ｈ授業） 諸費納入日 

５ 水 租税教室（３年３h） 

６ 木  

７ 金  

８ 土 全日本 Jr.バドミントン選手権大会 

９ 日  

10 月 体育祭練習開始（ジャージ登校） 

11 火 体育祭練習 諸費納入日 ALT 

12 水 体育祭練習 

13 木 体育祭総練習（3,4h）体育祭準備（5h） 

14 金 体育祭 
15 土 バドミントン講習会 

16 日 道みんの日 

17 月 海の日 

18 火 ALT 諸費納入日 

19 水 体育祭予備日 常任委員会  
20 木 評議会 校内研修④ 

21 金 
長期休業前集会  
大掃除（ジャージ登校） 

22 土 夏季休業開始 

23 日  

24 月 夏休み学習会① 

25 火 夏休み学習会② 

26 水 夏休み学習会③  

27 木  

28 金  

29 土  

30 日  

31 月 模擬議会 
 

令和５年６月３０日 発行  No.３ 

《学校教育目標》 

○自主性をもち 

学び続ける生徒 

○自らを律し 

広い心をもつ生徒 

○心身を鍛え 

勤労にはげむ生徒 

第４１回 別保中学校 体育祭 

７月１４日(金) 開会式 8:50 〈 予備日 ７月１９日（水） 〉 

・生徒登校 8:20   ・給食あり  ・総下校（下校バス発）は１４：１０ 

①バス通生、それ以外の生徒も通常通りの登校です。 
②雨天延期の場合は、6:30までに安心・安全メールで連絡します。 
③詳細は配布しました、案内状の裏面のプログラムをご覧ください。 

 

気がつくと周りの景色は緑が元気いっぱいに生い茂

り、日差しも強いものに変わって初夏を感じるようにな

ってきました。この６月から夏季中体連各種大会が開催

されています。また、7 月 14 日には体育祭が予定され

ています。季候も良くなり、運動をするにはとてもいい

季節となりました。スポーツの話題が身近なところでさ

れる機会がますます増えていくことになると思います。 

さて，そのスポーツの素晴らしいところはなんでしょ

う？ 私は次に示す６つの点であると考えています。 

 

１ 日々，勝利に向けて練習を重ねて体を鍛えていく 

２ 一試合一試合，全力を注ぎ，勝つ喜びを感じる 

３ 最後まで勝ち進み，栄冠をつかみ，次の高みへの意

欲がもてる 

４ 全力を尽くしても負けたときの悔しさを感じる 

５ 負けた悔しさを持ちながらも，勝者に対して賞賛す

る気持ちでたたえる 

６ 見ている人に感動を与えることができる 

 

「粘り強さ」「体力増強」「計画性」「自己調整力」「集中

力」「向上心」「礼儀」「相互理解」「寛容」「自主」「自

律」「強い意志」… スポーツを通して教科書には出てい

ない、人として大切な様々なことを学ぶことができます。

優れたスポーツ選手に人格も立派な方が多いのは，体験

を通してこれらのことが身につくからなのだと思いま

す。 

スポーツは必ず相手があり，「勝ち」「負け」がつきま

す。ずっと勝ち続けることができれば最高に素晴らしい

ことです。しかし，勝ち続けることができるのは，１つ

の大会で１人または１チームだけです。残りはすべて敗

者となってしまいます。一生懸命に練習を重ねて，集中

して全力を尽くして試合に臨んだのに勝つことができ

なかった「悔しさ」。涙があふれて何も考えられなくな

るかもしれません。涙が出るほどの「悔しさ」はそう経

験できるものではありません。 

そこから何を学び，立ち上がるかは人それぞれです

が，優れたスポーツ選手はそういった経験をたくさんし

てきた中で技術を磨いて負けない自分に成長するため

に努力をしています。それと同時に一生懸命に努力して

きたはずの自分に勝った相手に対して、尊敬する心で賞

賛することを繰り返してきたことでしょう。相手を認

め，たたえることは，頑張ってきた自分を認めることに

もつながります。その経験が立派な人格形成へとつなが

っていきます。勝負の後にお互いにたたえ合う姿。そこ

に高い価値があるからこそ，人はその場面で感動しま

す。 

  7 月 14 日の体育祭は、今できる自分自身の最高のパ

フォーマンスを発揮してほしいと願っています。そし

て、そこから次のステップへとつながる何かを感じて成

長へとつなげてほしいと思います。保護者の皆様には、

我が子の頑張る姿を見に来ていただければと思います。  


